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採用している調査方法について 

 

 ① 採用している調査方法別にみた統計調査数の構成割合  

 

・厚生労働省で行っている一般統計調査（９２調査）において採用している調

査方法をみると、半数は郵送調査である。 

・調査員調査は全体の約四分の一を占めている。 

・オンライン調査を導入しているのは２１調査であり、１７％を占めている。 

 

 

 

※（）内の統計調査数は重複計上しているため、裏面、統計調査数の合計とは一致しない。 

  

調査員

23.6%（29調査）

郵送

54.5%（67調査）

オンライン

17.1%（21調査）

職員ほか

4.9%（6調査）

資料１ 
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 ② 調査の対象・採用している調査方法別にみた統計調査数  

 

・調査の対象別に採用している調査方法を見てみると、「１．世帯・個人等」

を対象とする調査においては、調査員調査が多数を占めており、オンライン

調査は導入されていない。 

・「２．施設・事業所・企業等」を対象とする調査においては、郵送による単

一の方法が過半数を占めている。 

・「３．都道府県・市町村等」を対象とする調査においては、ＬＧＷＡＮ等の

活用により、オンライン調査が多数を占めている。 

・「４．左記１～３以外または１～３の複数の場合」とは、調査実施毎に調査

対象が異なる場合や、事業所と個人とを対象としている場合である。 

・調査員、郵送、オンラインのそれぞれ単一の調査方法を採用している統計調

査が約７割を占めている。 

 

 

※第４回厚生労働統計の整備に関する検討会参考資料１１「厚生労働統計調査一覧」より抜

粋。なお、上記資料から調査の方法が変更されている場合については、最新の情報を記載

している。 

採用している調査方法 １．世帯・個人等
２．施設・事業所・企
業等

３．都道府県・市町
村等

４．左記１～３以外
または１～３の複数
の場合

合計

調査員 13 2 - 1 16

調査員／郵送 3 5 - 3 11

郵送 7 22 2 7 38

郵送／職員 - - 2 2 4

調査員／郵送／職員 - - - 1 1

オンライン - 2 6 - 8

郵送／オンライン - 6 2 4 12

調査員／郵送／オンライン - 1 - - 1

その他 - - - 1 1

合計 23 38 12 19 92


